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利用者情報に関するワーキンググループ（第31回） 

令和７年９月12日 

 

 

【小玉利用環境課課長補佐】  皆様、おはようございます。定刻となりましたので、ただ

いまから利用者情報に関するワーキンググループ第31回会合を開始させていただきます。 

 事務局を務めます、総務省利用環境課の小玉でございます。よろしくお願いいたします。 

 先週に引き続きまして、利用者情報の取扱いに関するヒアリングのため、本日はLINEヤフ

ー社から海賀シニアデータプロテクションカウンセルなど、御担当の皆様にお越しいただ

いております。また、個人情報保護委員会、経済産業省にオブザーバーとして御参加をいた

だいています。 

 これ以降の議事進行は山本主査にお願いしたいと存じます。山本主査、どうぞよろしくお

願いいたします。 

【山本主査】  承知いたしました。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日はLINEヤフー社様より、利用者情報の取扱いに関する取組状況について御発表いた

だきます。前回と同じく事業者のプレゼンにつきましては公開、その後の質疑応答、意見交

換は非公開で開催させていただきます。それでは、早速ですけれども、御説明お願いいたし

ます。 

【海賀氏】  御紹介いただき、ありがとうございます。LINEヤフー株式会社のシニアデー

タプロテクションカウンセルの海賀と申します。本日は当社の利用者情報の取扱いに関す

る御説明の機会をいただきまして、ありがとうございます。LINEヤフー株式会社から私、海

賀と、プライバシー本部から緒方と三浦が参加しております。緒方と三浦につきましては

LINEサービスに関連する質疑応答の際にお話しさせていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。個別の御質問についてはヒアリングシートで回答させていただい

ているところではございますけれども、全体像についてこれからこちらの資料に沿って説

明させていただきます。 

 当社は2023年の10月にLINE株式会社、ヤフー株式会社、親会社のZホールディングス株式

会社などが合併しまして、LINEヤフー株式会社となりました。お客様に対して、ライフプラ

ットフォームとして日常に「WOW」や「！」といった価値を届けるために、お客様利用者情

報の取扱いというのはますます重要になってきております。 
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 当社が提供するサービスには、大きくLINEサービスとYahoo! JAPANサービスがございま

す。もう合併して２年になろうとしているのですが、まだまだサービスごとで、詳細なルー

ルの違いなどは多いです。そのため本日は、LINEサービスに関しては緒方、三浦から、Yahoo! 

JAPANサービスに関しては海賀がご説明したく思っております。 

 合併によって、LINEとYahoo! JAPANが一つの会社に統合され、両サービスのプライバシー

ポリシーを統合することになりました。もともと、LINE、Yahoo! JAPANそれぞれがプライバ

シーポリシーとプライバシーセンターを持っていまして、そこは共通していたのですが、そ

れぞれユーザーコミュニケーションに特色がありまして、そこのすり合わせというのが必

要でした。具体的には、プライバシーポリシーにつきましては項目、例示が多いLINEのプラ

イバシーポリシーをベースに統合いたしました。特定利用者情報規律関連では、情報取扱方

針を11番に公表しております。 

 各項目につきましては、冒頭に太字でサマリーを記載して、枝番で各項目の詳細を記載す

る構造で、サマリーを見れば大枠がつかめる構造にして、読む方の分かりやすさ、理解しや

すさの向上に努めております。また、全体の構造を把握しやすいように目次を用意し、そこ

から各項目にリンクを張り、構造を把握しやすいように努めております。 

 また、プライバシーポリシーだけでは書ききれない具体的な事例などは、用語説明等も含

めてユーザーに分かりやすく情報提供ができるように、利用者情報の取扱いに関するイン

フォメーションをプライバシーセンターに集約しております。もともと旧ヤフーのプライ

バシーセンターがそのような方針でやっておりましたので、それをベースにLINEでの事例

を統合しました。更新をお知らせに掲載しており、日々改善しているところです。また、プ

ライバシー設定に関しましてもこちらで説明しており、トップからリンクをたどっていた

だけます。 

 プライバシーポリシーに記載している内容ですが、お客様から御提供いただく情報、サー

ビス利用に関連する情報、第三者から取得する情報について、LINEヤフーは利用者情報の取

得を行っております。お客様から御提供いただく情報については、例えばアカウントを作成

いただく際に登録いただく電話番号やプロフィール情報などがこれに該当します。サービ

ス利用に関連する情報につきましては、サービス利用の状況、アプリ・ブラウザ端末に関す

る情報、端末の位置情報などもサービス利用に関連して取得しております。また、第三者か

ら取得する情報として、グループ会社やパートナーから、例えばユーザーが第三者提供の同

意をされたデータについて取得したりなどしております。それぞれプライバシーポリシー、
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プライバシーセンターでこの辺りの具体例を公表しております。 

 また、第三者や第三者のウェブサイト等を経由した情報の収集の説明についても、プライ

バシーポリシーなどで行っております。こちらは３.c.iiの項目のところで、パートナーか

ら取得するパーソナルデータについて説明、３.d.iのところで、第三者が提供するサービス

において直接取得するパーソナルデータについて、説明しております。また、非ログイン時

の利用者情報の取得・利用についても説明しておりますが、そちらにつきましては次のペー

ジで説明させていただきます。 

 非ログイン時の利用者情報の取得・利用についてです。プライバシーポリシーの中で、「取

得するパーソナルデータ」「パーソナルデータの利用目的」のところで説明をさせていただ

いております。「取得するパーソナルデータ」のところで、取得するパーソナルデータには

例えば以下のようなものがあります。これらのパーソナルデータにはお客様がログインし

ていない場合やアカウントを用いない場合の情報も含まれますということで、お客様がロ

グインしていない場合であったりアカウントを用いない場合にも利用者情報を取得するこ

とがあるということを書いております。また、利用目的のところでも、識別子でそれらをひ

もづけることを記載しております。この辺りはユーザーの皆様の御理解しやすさも考慮し

て、明記させていただいております。 

 また、データの利用方法については少し複雑なものもございますので、プライバシーポリ

シーの統合の際に、要点として詳細な御説明ページを公開しております。その際、このよう

にイラストなどを交えて説明し、またFAQも用意してお客様が理解しやすいように配慮して

おります。また、ユーザーにとって、この同意をするとどうなるのかというところが分かり

にくく迷われるところがあると思いますので、このようにデータが使われるというところ

と、これに同意したらユーザーの皆様にこのようなメリットがありますということを、説明

させていただいております。 

 また、広告に関する設定としてターゲティング広告のオプトアウト設定を提供しており

ます。こちらは、各アプリやプライバシーセンター上のリンク先からオプトアウトの設定が

可能となっております。また、プライバシーセンターに行かなくても、ターゲティング広告

が出ましたら右上などに「i」と書いてあるアイコンがあるのですが、こちらをタップ、ク

リックしていただきますと、ここから広告の非表示ができるとともにターゲティングにつ

いてオプトアウト設定が可能です。こちらの仕組みは非ログインユーザーについても同様

です。 
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 また、広告表示に利用するデータを詳細に設定できるように改善を進めております。

Yahoo! JAPANサービスでは利用者情報の利用範囲を細かく設定できる機能をアドパーソナ

ライズセンターという名前で提供させていただいております。スライドの右側のような画

面になっております。ユーザーのトピックという形で推定した興味関心を表示しており、個

別にこういったトピックの広告を減らす、減らさないという設定ができます。また、Yahoo! 

JAPANではこのようにお客様の情報を推定しているという内容を確認できます。その上で、

この情報を使うかどうかということをコントロールできるようにしております。 

 また、LINEプラットフォーム上でYahoo!広告の配信システムを利用する場合について、そ

の場合に適用される広告表示に利用するデータの設定を、先日の８月19日から開始してお

ります。スライドの左側に書いているとおり、LINEアプリから設定、プライバシー管理、広

告の設定、広告表示に利用するデータの設定と進んでいただきますと、設定することができ

ます。こちらはまだ一部の広告が適用対象となっているんですけれども、これからユーザー

からの反響などを踏まえまして拡大するなど、検討してまいりたいとは思っております。 

 また、プライバシー設定の定期的な見直しの御案内をLINE、Yahoo! JAPAN、共に実施して

おります。こちらは、LINEアプリ上での設定を追加した８月19日に行っております。LINEア

プリ上のお知らせと、Yahoo! JAPANサービスに関してはメールでの御連絡をしております。

昨年はプライバシーポリシー統合のお知らせなどもあって実施ができなかったのですが、

今後は定期的な実施を予定しております。 

 また、外部送信規律への対応につきましては、プライバシーセンターから飛べるようにし

ております。プライバシーセンターの画面の外部送信に関する公表というところをタップ、

クリックしていただきますと出てきます。こちらでは外部送信について簡単に御説明した

後に、外部送信先の一覧を公表しております。外部送信先一覧はサービスごとにまとめてお

りまして、利用するサービス名で探すことができるようになっております。 

 このように、我々のサービスがユーザーの皆様に受け入れられて安全安心に使っていた

だけるように、我々はプライバシーガバナンス体制を構築して、関係者が日々、様々な検討

を行っているところでございます。ただ、技術の進展であったりとか社会環境の変化などの

中で様々な事象が起こっておりますので、我々も常にアップデートする必要があるという

ことを意識して、日々、業務に当たっているという状況でございます。本日は、構成員の先

生方から、いろいろと御知見を賜れましたら幸いでございます。 

 以上で全体の説明を終わらせていただきます。御清聴いただきまして、ありがとうござい
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ました。 

【山本主査】  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまのLINEヤフー様の御説明につきまして、質疑を行いたいと思います。

先ほど御案内したとおりですけれども、質疑応答、意見交換は非公開で行います。傍聴者の

皆様におかれましては、本日の傍聴は以上で終了となります。事務局におかれましては、非

公開設定に切替えをお願いいたします。 

【小玉利用環境課課長補佐】  承知しました。しばしお待ちください。 

 山本先生、切替えが終わりましたので、御報告します。 

【山本主査】  ありがとうございます。 

 それでは、構成員の皆様から順番に御質問、または御意見をいただきたいと思います。私

から名簿順に指名をさせていただきます。各構成員の御質問ごとに、LINEヤフー様より御回

答いただくという流れで進めたいと思います。御発言されない場合、あるいは御回答の必要

がなくコメント、御意見のみという場合はその旨、御発言ください。進行の都合上、お一人

からの御質問は実質３分程度でお願いしたく思います。また、LINEヤフー様からの御回答も、

大変恐縮ですけれども１回３分程度でお願いいたします。なお、各構成員の御質問が一巡し

ましたら、時間があればということなんですが、別途、意見交換を行いたいと思っておりま

す。 

 それでは、アイウエオ順なのでいつも最初になりますけれども、生貝さんから御発言をお

願いいたします。 

【生貝主査代理】  大変貴重な御説明いただき、ありがとうございました。私からは少し

６－１のAIの活用による利用者のターゲティング方法の変化と対応というところについて、

２点ほど教えていただきたいと思います。 

 まず、１点目としてYahoo! JAPANサービス関連、26ページ目のところに「広告の入稿情報

やユーザーの行動ログをLLM、ラージランゲージモデルでカテゴリー構造化・意味づけし」

と書いていただいていて、私自身この分野、広告の実際のフローというところについて詳し

くないので、特に生成AI、LLMがどのようにこのターゲティングのプラクティスに影響を与

えているのかということに関心を持っていたんですけれども、LLMを使ったカテゴリー化と

いったようなフローを入れることで、ターゲティングの高度化というものが、果たして従来

のプラクティスと比べてどのように変わってくるのか、あるいはその中で特にユーザー情

報、利用者情報の取扱いについて何か気をつけるべきところが変化しているといったよう
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なことがあれば教えていただきたいというのが、少し一般的な御質問になりますが、１点目

でございます。 

 そして、２点目は同じ箇所のところで、センシティブなデータをターゲティングに用いな

いよう、人手と自動チェックの複眼体制で確認しているとお書きいただいていて、こちらに

つきましても恐らく推測されたデータというのが、いわゆる要配慮個人情報に当たらない

かということを確認した上で行っているのかと思うんですけれども、こちらも少し具体的

にどのようにこういったターゲティングを避けるための取組をされているのかということ

を、少し教えていただければと思います。以上でございます。 

【山本主査】  お願いいたします。 

【海賀氏】  ありがとうございます。Yahoo! JAPANサービスに関連するところですので私

からお答えしたいと思いますが、AI利用につきましてはこれまでも自動化の手法というの

がございましたので、そこから連続性のある形で発展していっているというふうに考えて

いただくのが自然かと思っております。なので、どのように変わってくるかといいますと、

これまで以上にボリュームの大きな情報を使いまして、より精緻にターゲティングすると

いうことは、その連続性の中で可能になってきているということはございます。 

 これまでは例えば何を検索していたとか、何を買ったとか、そういった生のデータという

ものに依存するところがかなり多くて、ユーザーにとっては、この検索をしたからこれが出

たというようなところで気持ち悪さを感じることもあったかと思うんですが、そこが精緻

化していくことでややその辺りは緩和されつつも、ユーザーの興味関心に合ったような広

告を出していけるようになるのではないかというふうに、私としては期待をしているとこ

ろでございます。 

 また、２点目のところなんですけれども、センシティブなターゲティングにつきましては、

そもそもできないようにするためにこういったカテゴリーはつくらないということをやっ

ております。そのようにして不適切なターゲティングを未然に防げるケースが増えてきて

いると考えております。 

【生貝主査代理】  ありがとうございました。 

【山本主査】  生貝さん、大丈夫ですか。追加で特にないですか。 

【生貝主査代理】  大丈夫です。 

【山本主査】  ありがとうございます。 

 それでは、上沼さん、お願いいたします。 
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【上沼構成員】  御説明ありがとうございました。別途、書面で御質問させていただいて

いる部分があるので、基本的にはそちらのとおりなのですが、質問の趣旨が分かりにくいも

のがあるかと思うので、その部分に関し１点、こちらで御質問させていただきます。 

 ５－３で御回答いただいている、ダークパターンをはじめ利用者情報の取得などについ

ての利用者からの指摘や問合せ対応状況で、件数の数字をいただいていて非常に参考にな

りありがたいと思っております。これにつき、通常の問合せフォームと、その下の広告に対

する御意見、御要望に関する数字に相当乖離があるという点に関心を持ちました。これはも

ちろん興味がある、ないかということもあるかと思いますが、それ以外に、問合せのしやす

さのインターフェースなどが影響しているのではないか、私としては思ったんですがその

辺りについてどのように認識されているのかなどを教えていただければありがたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

【海賀氏】  ありがとうございます。この数字については説明が足りていなかったと思っ

ておりまして、反省しております。こちらは、広告を非表示にする際にフィードバックを受

けるという、いわばアンケートのような性質のものでして、非常に簡便な仕組みをとってお

ります。また、もともと広告を見ていただいた方の母数も多いものですから、半年でこのよ

うな数字になっております。 

 なので、通常のお問い合わせとの数字に乖離があるという点に関しましては、フィードバ

ックのしやすさが多分に影響しているというところであります。 

 一方、通常のお問合せに関しましては、広告が不快だと思ったら非表示にしてしまえば済

んでしまうのではないかという気もしておりまして、それでも解決しない場合にお問合せ

いただくところがあって、それでこの数字の差が出ているのではないかと、私としては推測

をしております。もしLINEサービス側で緒方さん、三浦さん、補足ありましたらお願いしま

す。 

【三浦氏】  プライバシー本部の三浦と申します。本日はどうぞよろしくお願いいたしま

す。LINE広告側につきまして、現状Yahoo!広告と同じような形のUIが明確に存在していると

いうような状況ではないという理解ですけれども、これを通じてよりユーザーの声を聞く

ことができるという側面もあるという理解もございますので、この点については、社内にお

いても必要に応じて連携をしつつ、よりよい形に進めていければと思っております。 

【山本主査】  ありがとうございます。上沼さん、いかがでしょうか。 

【上沼構成員】  ありがとうございます。フィードで簡単だというのは自分もやったこと
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があるので分かるんですけれども、そういう簡単さがこの数字につながっているんだとす

ると、もしかしてほかのところもインターフェースによっては増加するのではないかとい

う、割と素朴な問題意識で伺いました。これは、２－３の理解度にももしかして影響するよ

うなところかもしれないと思いましたので、ユーザインターフェースの辺りはまた改めて

御検討いただけるとありがたいと思います。私からは以上です。ありがとうございました。 

【山本主査】  ありがとうございます。 

 それでは、江藤さん、お願いいたします。 

【江藤構成員】  山本主査、どうもありがとうございました。私からは２件、御質問させ

ていただければと思っております。 

 事前にお送りした御質問になりますけれども、まずヒアリングシートでいただきました

１－２－２、青少年や高齢者等の脆弱な個人の利用者情報の取扱いに係る配慮という点に

つきまして、Yahoo! JAPANのほうのサービスにおける13歳未満のアカウント作成について

ですけれども、こちらの生年月日を確認する仕組みとして、18歳以上であることを偽らせな

いためにいかなる対策を講じているかを御教示ください。また、13歳未満での使用はYahoo!

きっずの利用が推奨されていると理解しておりますけれども、こちらは必須とはなってい

ないという理解でよろしいかも併せて御教示ください。さらに、13歳未満がアカウントを運

用する上で、御社がプライバシー保護の観点から対応を少し苦慮されている点や、今後改善

すべき点などの御検討があるようであれば、可能な範囲で御教示をお願いできればと思っ

ております。 

 もう１点、お伺いしたいのが、５－３のダークパターンに関する点です。こちらは、ユー

ザインターフェースに関する利用者からの指摘について、特にYahoo! JAPANサービス関連

で相当の件数の報告が見られるように思います。この指摘を受けて、御社として現状の対策

以外にいかなる改善策を打って出せるかについて御教示ください。こちらに挙げている例

ですけれども、例えばある広告を非表示にするために広告上部のXボタンをクリックするタ

イプのものが多くありますけれども、そもそもスマホなどで操作する際にこのXのサイズが

小さいことから、細かいクリック動作に慣れていないユーザーですと誤って本体の広告を

クリックするという事態が頻繁に存在していると想定できます。 

 また、広告内容につきましても、Yahoo!知恵袋などで虫がかなり出て、何度もその広告を

ブロックしても、コンテンツの広告の表示を下げる設定もしたけれども全く減らなくて本

当にしんどいというようなことで、非常にユーザーに心理的負荷が多くかかっているよう
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な状況も見受けられます。こういった関連する広告の非表示機能を用いてもこのような事

態が生じているという現状を踏まえて、どのような改善策を打ち出すことができるかにつ

いて、御教示いただければと思います。以上２点、どうぞよろしくお願いいたします。 

【海賀氏】  ありがとうございます。２点ともYahoo! JAPANサービスに関するものが主だ

ったかと思いますので、２点目に関しては少しLINEサービスからも補足をさせていただき

たいと思いますが、私からまずは答えさせていただきます。 

 １つ目についてですが、アカウント作成時に生年月を登録いただいており、それは自己申

告制になっております。そうしているのは、なかなか生年月を確認する手段がまだまだユー

ザーにとって煩雑なものが多く、アカウントを作成する段階ではそこまでするのが難しい

というところもございます。ただ、年齢制限のあるヤフオクであったり、Yahoo! totoなど

の身元確認と年齢確認を必要とするサービスを利用する段階になったときにeKYCなどを導

入しており、２段階で対応しております。なので、御質問に端的にお答えすると、偽らせな

いためにいかな対策を講じているかというところでは２段階に分けており、１段階目は自

己申告制、２段階目のところで必要に応じてeKYCを導入しているということになります。 

 また、Yahoo!きっずに関しましては、おっしゃるとおり推奨としております。必須ではな

いようにしているというのが、そもそもインターネットサービスの中で我々が必須として

これしか使えませんとしたところで、我々のサービスも全てのユーザーをカバレッジして

いるわけではないので、実効性の問題があります。我々としては、例えばプライバシーセン

ターの中などで啓発活動を行っているんですけれども、保護者と子供双方へ、こういったふ

うに使ってください、こういったところをインターネットで気をつけてくださいといった

啓発の活動を行って、保護者に対しても子供のインターネット利用のこういったところを

コントロールすべきといった啓発活動を行って、インターネット全体で子供の保護をして

いくという活動に力を入れております。 

 また、13歳未満のアカウントを運用する上でプライバシー保護の観点から苦慮している

というところに関しましては、そもそも第１段階で自己申告制をとっているというところ

もございますが、そこに年齢確認を導入するとなるとユーザーにとってはまだまだ煩雑な

手続になってしまっていまして、簡便に使えるものが導入されるような社会情勢などが出

てくるとよいのではと考えております。 

 ２つ目なんですけれども、我々も広告サービスの品質の向上に関する取組を随時やって

おり、改善に向けて取り組んでいるところではございます。その取組については公表してお
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りまして、毎年、広告サービス品質に関する透明性レポートとして、不正なアカウントのブ

ロックであったりとか、よくないクリエイティブについて非承認としましたということを

公表しております。 

 そういった改善を日々やっているところでして、AIなどの技術も活用しながらではござ

いますが基本的に人が回しているところですので、全ての膨大なインプレッションのある

項目に関してパーフェクトにコントロールできるというわけではございません。ですので、

ユーザーのフィードバックも活用しながら、改善をできる限りのところで進めているとい

うところです。様々な御意見があることは承知しておりまして、そういった御意見につきま

しても目配せをしながら改善できないか検討しているところではございます。LINEサービ

ス側から何かありましたら補足をお願いします。 

【三浦氏】  基本的には海賀から御説明させていただいた内容と同様で、LINE広告として

も同じようにユーザーからの御意見を真摯に取り入れさせていただいた上で、新しい技術

も活用しつつ、ユーザーにとって不適切な広告と思われるものについては表示されないよ

うな努力を積み重ねてきていければと考えております。 

【山本主査】  ありがとうございます。江藤さん、いかがでしょう、追加で何かあれば。 

【江藤構成員】  承知いたしました。ありがとうございました。 

【山本主査】  ありがとうございます。 

 それでは、太田さん、お願いいたします。 

【太田構成員】  DataSignの太田です。御説明ありがとうございました。３点、質問させ

ていただければと思います。まず、１点目なんですけれども、先ほどの上沼さんの質問に関

連したところで、数字がすごく多い少ないという乖離があるというのが、今Yahoo! JAPANで

表示される広告にはJIAAのインフォメーションアイコンが右上に出ていると思います。そ

こからアンケートに簡単に飛べるからYahoo! JAPAN側はすごく多いんだけれども、LINEに

表示される広告はインフォメーションアイコンがついていなくてすぐ消えてしまうという、

そういう形になっていると思います。そこで疑問に思ったのは、なぜLINEに表示される広告

にはインフォメーションアイコンがないんだろうかというところを疑問に思ったので、そ

れがなぜなのかお聞きしたいというのが１点目でございます。 

 ２点目なんですけれども、８月19日に開始されたと御説明いただいた広告表示に利用す

るデータの設定、LINE側から行ける設定だと思うんですけれども、御説明資料ではYahoo!広

告の広告配信システムを利用してLINEプラットフォーム上で広告を表示させる場合に適用
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されるという御説明があるので、Yahoo! JAPAN側のセグメント情報を使ってLINEの枠に広

告を配信するときに使われるデータの設定という理解をしたんですけれども、これは

Yahoo! JAPAN側のアドパーソナライズセンターで表示されるトピックと、今回追加された

LINE側の広告表示に利用するデータの設定のところのトピックに表示されるものというの

は、同じになるという理解で正しいんでしょうかというのが２点目です。 

 ３点目は、事前の質問票でも質問させていただいたんですけれども、ソフトバンク端末の

IPアドレスを利用したリターゲティング拡張機能、こちらはヒアリングシートでも回答い

ただいていると思うんですけれども、そういった機能を追加したという記載がございまし

た。こちらに関してまず仕組みの確認をしたいんですけれども、まず仕組みとしてはLINEの

タグを設置したウェブサイトに訪れたユーザーの端末からソフトバンクに対して外部送信

が行われて、その際にソフトバンク側でIPアドレスが分かるので、そのIPアドレスからソフ

トバンク側でユーザーを識別し、その識別した情報をLINEヤフー側に送信をして、LINEヤフ

ー側でユーザーを特定して広告を配信するという、そういう理解をしております。 

 その場合に、質問票にも書かせていただいたんですけれども、ソフトバンク側のプライバ

シーセンターがオプトアウトするにはこちらみたいなのがLINEヤフーさんの資料に書かれ

ているんですけれども、そちらを見に行くとソフトバンクが広告の配信と管理を行ってい

るためお客様個人の特定につながる情報がパートナー企業などの第三者に知られるような

ことはございません、御安心くださいと書いてあって、今回のソフトバンク端末のIPアドレ

スを利用したリターゲティング機能拡張とソフトバンク側での説明というのが、何か齟齬

があるのではないかと感じたので、そこら辺がどういうことになっているのか知りたいと

思いますというのが３点目です。以上です。 

【海賀氏】  ありがとうございます。そうしましたら、１点目から順番に回答しまして、

適宜、LINEサービスに関して補足をもらえればと思うんですけれども、１点目に関しまして

は最初の全体でも申し上げましたとおり、それぞれLINEサービス、Yahoo! JAPANサービスで

ルールがまだ完全に統合されていない状況でございます。それぞれLINE広告、Yahoo!広告が

発展してきたものでございますので、まだそこの統合には至っていないというのが正直な

ところでございますが、何かLINEサービスに関して三浦さん、補足ありますか。 

【三浦氏】  ありがとうございます。いただいた御質問につきまして海賀からお答えさせ

ていただいたとおり、LINE広告とYahoo!広告で統合し切れていない部分があるというとこ

ろで、並びがとれていないところがあると理解しております。 
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【海賀氏】  次に２点目なんですけれども、詳細のところに関しましては持ち帰って確認

させていただきたいと思っております。こちら、三浦さんから補足などありますでしょうか。 

【三浦氏】  こちらにつきましても、事前質問でも関連する問はいただいていたかと思っ

ておりまして、この点については社内でも詳細な情報を今、整理を進めている段階ですので、

情報が整理でき次第、また事務局を通して詳細に回答させていただければと思っておりま

す。 

【海賀氏】  続きまして３点目なんですが、詳細の部分に関しまして御質問いただきまし

て、ありがとうございます。ここに関しまして詳細な内容は事務局を通して御連絡させてい

ただきたいと思います。 

【山本主査】  ありがとうございます。太田さん、何か追加でありますか。 

【太田構成員】  ありがとうございます。まず、１点目に御回答いただいた、まだ統合で

きていないというお話なんですけれども、ただインフォメーションアイコンって大分前か

らJIAAさんが取り組んでおられて、多分、まだ統合できていないにせよLINEさんはLINEさん

として昔から広告事業をやっていらっしゃって、その中でインフォメーションアイコンを

使わないという判断をしたと思うんですよね。それは何でなのかということを知りたいと

いうところが真意ではありますので、いかがでしょうか。 

【三浦氏】  御質問ありがとうございます。その点につきましては社内確認を進めたいと

思いますので、この点に関しても別途、御回答させていただければと思っております。 

【太田構成員】  ありがとうございます。もう１点なんですけれども、先ほどの３点目の

ソフトバンクのIPアドレスの件なんですが、仕組み自体は先ほど確認した仕組みであって

いるという理解でいいんでしょうか。 

【海賀氏】  それも確認して併せて回答させていただきたいと思います。 

【太田構成員】  承知しました。よろしくお願いします。私からは以上です。 

【山本主査】  ありがとうございます。 

 それでは、続きまして木村さん、お願いいたします。 

【木村構成員】  御説明ありがとうございます。主婦連合会の木村です。設定がいろいろ

できるということはよく分かりました。事前に質問させていただきましたが、２－３のプラ

イバシーポリシーなどに関する利用者の理解度などの把握状況のところで、利用者が理解

されやすいかどうかというのはどのように判断しているのかということと、必要ない理由

を教えてくださいというのが１点目です。 
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 ２点目は、多くの利用者は設定の変更をあまりしないで利用している方が多いと思うの

ですけれども、先ほども説明がありましたがAIなどの利用、あと人的なこともあると思うの

ですけれども、デフォルトの利用で御社は十分に安全安心であると考えているのかどうか

というところが２点目です。 

 ３点目は、先ほどの上沼さんの発言から、私も今急いで画面を確認したんですけれども、

広告を一時非表示というところで、「i」マークを押すと一時非表示になるんですけれども、

こういう表示をされるということ、一時というのはどのくらいなのかということと、時間が

例えば１か月で再表示されるのかというところが分からなくて、クリックしてリンクをた

どっていくと説明ページにはたどり着いたのですけれども、それがすごく分かりにくいと

思いました。この点に関してコメントがあればお願いいたします。以上です。 

【海賀氏】  ありがとうございます。そうしましたら、１点目から順番にお答えしたいと

思います。ユーザーの理解度についての考え方なんですけれども、ヒアリングシートでの説

明が言葉足らずで大変失礼いたしました。我々としてはユーザーの理解が重要ではないと

思っているわけではなく、またユーザーの理解の把握に関しても必要性があるだろうとは

考えているんですが、ページビューや行動履歴などから定性的にユーザーの理解度を把握

していくことが難しいと考えているところがございます。 

 一方で、ユーザーに分かりやすく理解していただくということは非常に重要だと思って

おりますので、様々なサービスを使っていただくに当たって利用するデータの取扱いにつ

きましては、我々は、プライバシー影響評価、PIAのプロセスを日々行っており、その中で

ユーザーにとって分かりやすく、見られやすくするために、UIやUX、文言についてどういう

ふうにすればよいかというのを社内で様々な視点から検討をしております。そのプロセス

の中には、日頃からユーザーの問合せに対応しているCSの部門であったり、報道機関などか

らの問合せに対応している広報の部門も関与しており、そういった知見も得ながら、改善を

しているところでございます。 

 また、先ほど、全体のプレゼン資料でも説明させていただいたんですけれども、例えばプ

ライバシーポリシーとプライバシーセンターの統合の中でもユーザー理解であったりとか

分かりやすさというのは多くの議論をしておりまして、また外部からの御意見などもいた

だいてそれを反映しておりまして、説明ページを別途設けてイラストをつけるであったり、

要点をまとめたり、FAQをつけたり、ユーザーメリットを併せて説明するなどということも

行っております。 
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 また、プライバシーポリシーにそもそも関心を持っていないユーザーの方も多いと思っ

ておりますので、少しでも身近に感じてもらえるようにコミュニケーションを行っており

ます。最近だと弁護士芸人のこたけ正義感さんという方を起用した広報なども行っている

ところでございます。なので、御質問に端的にお答えしますと、理解状況の把握について必

要ないとは考えておらず、重要なところだと考えているんですが、そこについては我々も道

半ばというところで考えております。 

 ２点目ですけれども、デフォルトの設定で利用しているユーザーが多いということはお

っしゃるとおりかと思っております。それを前提にして我々も、それでお客様に安全安心に

サービスを使っていただけるようにと考えておりますので、デフォルトで使っていただい

て安全安心なものにしていくということを意識しております。 

 ３点目のインフォメーションアイコンのところの、どれぐらい再表示されるのかという

ところですけれども、そこに関する正確な挙動詳細については持ち帰らせていただきたい

と思います。たどり着いた説明ページが分かりにくいというところに関しましては日々改

善しているところで、インフィードにしてアンケートをとりやすくしたなど様々やってい

るところでございます。そういった中で、説明ページにつきましても改善について検討して

いけましたらと思っております。私からは以上で、LINEサービス関連で何か補足などありま

すでしょうか。 

【三浦氏】  私からは特にございません。 

【木村構成員】  御回答ありがとうございます。最後の質問ですけれども、ページの説明

も分かりにくいのですが、そこに行き着くのもすごく行きにくいので、その辺りも改善して

いただきたいと思うのと、あと事業者から見た分かりやすさと利用者の感じる分かりやす

さは微妙に異なるので、その辺りも今後、改善を続けていただければと思います。ありがと

うございました。 

【海賀氏】  ありがとうございます。利用者から見た場合と事業者から見た場合の分かり

やすさの違いというのはおっしゃるとおりだと思います。なので、我々は事業者目線だけで

はなく独立した目線で見られるデータプロテクションオフィサー、DPOを置くなどのプライ

バシーガバナンス体制の中で、その点につきましてできる限り配慮してまいりたいと思い

ます。引き続き改善してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

【木村構成員】  よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

【山本主査】  ありがとうございます。 
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 それでは、森さん、お願いいたします。ごめんなさい、寺田さんですね。すみません、寺

田さん、お願いいたします。 

【寺田構成員】  よろしくお願いいたします。御説明ありがとうございました。私からは

青少年保護と、それからプライバシーポリシーの理解度に関する部分に関しましては皆さ

んとかぶるところがありますので、それぞれのところで御回答いただければと思いますが、

私からは２点、一つはオプトアウト方式からオプトイン方式への変更の検討というところ

で一行、未検討とだけあったんですが、こちらに関してこれまで検討していないということ

なのか、それともそもそもオプトイン方式といったものに関して検討する予定がないとい

うことでしょうか。特に位置情報であったり、端末ID、MACアドレスなど、次から次へと個

別に同意を取ったほうがよいと言われるようなものが増えてきている中で、こういった個

別のものに対しての検討というものは行っていらっしゃらないんでしょうかというのが１

点目です。 

 ２点目がダークパターン関係なんですけれども、ルールはもう策定されていますし、配信

先サイトとか広告主の審査も行っていらっしゃると。それから、クリエイティブに関しては、

ユーザーによる苦情とかがあった場合に対応していますよということも理解しましたが、

その一方でなかなかクリエイティブ絡みで不適切なものが減らない。しかも、同じ事業者が

繰り返しているような傾向というのも見てとれるところがあります。こういったところに

対して何らかの対応、例えば取引停止するといったような強い罰則などによる抑止みたい

なものは行っていらっしゃるのでしょうか。また、そういったことを検討する体制が存在す

るんでしょうか。以上、２点、よろしくお願いいたします。 

【海賀氏】  ありがとうございます。そうしましたら、まず１点目について私からお答え

したいと思いますけれども、オプトイン方式の検討に関しましては、当然ですけれども今後

もやっていく予定はないですという話ではなく、社会情勢であったり法令の変更などによ

って、我々もユーザーに受け入れられるサービスを提供するために、適宜検討していかなけ

ればならないと思っております。 

 ただ、現状、先ほどPIAのプロセスについて少し触れさせていただきましたけれども、そ

の中でこれについてはデフォルトでオンにするオフにするといったところは事業側とすり

合わせながら適宜、検討しており、その中で設定について決めておりますので、そこからさ

らにもう一度検討するとなりますと何かしらのユーザーの声であったりとか、社会情勢の

変化などそういったものがあったときに検討させていただくということはあろうかと思っ
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ております。この点についてLINEサービス側で何か補足ありますか。 

【三浦氏】  寺田構成員からもおっしゃっていただきましたとおり、既にもう位置情報を

はじめ個別の同意として別途取得するべきであると言われているデータが存在する中で、

それと同等に取り扱っていくようなデータとしてどういったものを当社としても選択して、

それをオプトインという形でユーザーの同意を取っていくかといったことについては、い

ろいろな選択肢があると私も思っておりますので、これは引き続き適切な形を考えていく

必要があるかと思っております。 

 ただ、前提としまして、仮にオプトアウトの方式であったとしても、ユーザーのプライバ

シーに深刻な影響を与えるような実装になっていないかといったところについては、社内

のPIAのプロセスの中で俯瞰的に検討した上で、総合的に判断を行っており、ユーザーの利

益を害さないための検討を不断に続けているというのが現状としてありますので、その取

組の延長の中で引き続き検討してまいりたいと思っております。 

【海賀氏】  続きまして２点目ですけれども、不適切なクリエイティブに関しましては、

母数の問題というところもあるんですけどもおっしゃるとおりでして、我々も先ほど申し

上げましたとおり非承認とする広告クリエイティブやアカウントのブロックなども相当数

行っているんですが、そういったことでやっていっているというところがございます。 

 より詳細なところをお知りになりたければ、広告の品質を守る専門の部署に確認して、詳

細をお答えさせていただきたいと思います。 

【寺田構成員】  ありがとうございます。ぜひ、広告品質を高めるためのということにつ

きましては、御回答いただけたら非常にありがたいと思います。よろしくお願いします。私

からは以上です。 

【山本主査】  どうもありがとうございました。それでは、すみません、お待たせいたし

ました。森さん、お願いいたします。 

【森構成員】  御説明ありがとうございました。私からは、事前にお送りしている質問と

全然違いまして恐縮なんですけれども、２点、お尋ねしたいと思っておりまして、１点目は

先ほど生貝先生のお話でありましたAIを使ってターゲティング広告をするときの特徴量の

話なんですけれども、それについてもう少しだけ具体的にイメージを持ちたいと思ってお

りまして、例えばそれは生体データですと一人の人について顔の特徴量とか声の特徴量と

か歩き方の特徴量とかがあるわけですけれども、そんな感じで一人一人について複数の行

動履歴に基づく特徴量、それは検索の特徴量とか閲覧の特徴量とかそういうシンプルなも
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のではないのかもしれませんけれども、そういうものを出しまして、そこから興味関心を、

例えばアウトドアについての興味関心はこういう特徴量であればこうみたいなことを推測

する仕組み、アウトドアに興味のある人たちは大体においてこういう特徴量状態だから、同

じ特徴量状態であればこの人もアウトドアに興味があるだろうと、買物はしてないけれど

もみたいな、そういうイメージでいいのでしょうか。それとも全然違うんでしょうかという

ことを教えていただければと思います。それが１点目です。 

 ２点目は、センシティブなカテゴリーを禁止しているというお話がありましたけれども、

これは全くごもっともな取組だと思いますけれども、それとの関係で昨今問題になってい

る政治的メッセージとか政治広告とかいうものについてどのようにお考えかというのを教

えていただきたいと思います。それは、２つの観点がありまして、一つはユーザーカテゴリ

ーのほう、センシティブなカテゴリーだからこういうカテゴリーをそもそもつくっていま

せんというようなお話もあるかもしれませんし、他方で広告内容自体の問題としてこうい

う広告は受けていない、例えば一定の、政党からは広告を受けないとか政治団体からは広告

を受けないとかそういうのもあると思いますし、いやそれを全面的に禁止しているわけで

はないんですけれども例えば18歳未満というターゲティングはしないとか、もしそういう

政治的なメッセージ広告についての制約が何らかありましたら教えていただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

【海賀氏】  ありがとうございます。そうしましたら、１点目につきましては多分に技術

的なところになってきますので、詳細につきまして持ち帰らせていただきたいと思います。 

【森構成員】  ありがとうございます。 

【海賀氏】  ２点目につきましては、Yahoo!広告のほうで話させていただきますと、政治

的メッセージ、政治広告というところに関しましては、我々も問題意識というのは強く持っ

ているところでございまして、何でも出せるというふうにはなっておりません。ただ、出せ

る要件というのもございますので、その辺りは広告のガイドラインで基準を書いていると

ころではございますけれども、詳細のところを正確にお伝えしたほうがいいと思いますの

で、こちらも持ち帰らせてください。申し訳ございません。LINEサービスに関して、何か補

足などありますでしょうか。 

【三浦氏】  センシティブなカテゴリーにつきまして一定のルールがLINE広告の中でも

存在している理解ですので、こちらについては詳細なところを確認した上で、Yahoo!広告側

と併せて正しい情報を後ほど御回答させていただければと思っております。 
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【森構成員】  ありがとうございました。よろしくお願いします。 

【山本主査】  ありがとうございます。 

 それでは、呂さん、お願いいたします。 

【呂構成員】  詳細な御説明をありがとうございました。まず、質問の前にコメントです

が、色々と新しい取組を積極的にされているのが素晴らしいと思いました。広告表示に利用

するデータ設定は、８月19日より開始ということで、こうしたインターフェースを作成し、

実際にユーザーの選択に従ってデータを使い分けるというのは大変なことだと思います。

また、これは以前から行っていらっしゃる取組という理解ですが、プッシュ型でプライバシ

ー設定の定期的な見直しの御案内を行っているということも、継続していただいていて、素

晴らしいと思いました。 

 仕様変更もメール通知そうですが、このように従来からの取組を変更・追加したり、積極

的な取組を行うとなると、会社全体でのご調整も非常に大変だと認識しております。そうい

った意味でプライバシー担当の皆様の努力と取組と、さらに会社全体の方針も素晴らしい

と思ってお伺いしておりました。 

 質問については事前にお送りしている２点で、どちらも新しい技術や代替的なアプロー

チに関する内容です。まず３－６で、データクリーンルームやカスタムオーディエンス等の

サービスという具体的なサービスを書いてくださっているのですが、こちらについてはい

わゆる個人情報保護法上の整理でどのようにされているのか、要は最終的にユーザーから

同意取得をされているのかそれともしない形なのか、大まかな整理の仕方でも良いのです

が、教えていただければありがたいです。 

 次、２点目が６－２、サードパーティークッキーに対する代替的なアプローチについてで

す。この点は、例えばコンテキストターゲティングや自社保有IDベースのターゲティングな

どは、ユーザーの閲覧履歴を分析してプロファイリングする、という手法と比べると、プラ

イバシー保護に資するアプローチと理解していますが、コンバージョンAPIなどは、ユーザ

ーの端末から情報を取るのではなく、広告主に対して貴社のサーバーからデータを送信す

るといったように、データの流れが変わるとだけではないかと思っています。つまり、代替

的アプローチであるとしても、プライバシー保護に資する方向性なのかそうでないのか、取

組の方向性などを教えていただければと思いました。以上です。 

【海賀氏】  ありがとうございます。そうしましたら、質問２はLINEサービスに関連する

ところかと思いますので、三浦からお答えさせていただきますが、質問１について私からお
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答えさせていただきたいと思います。 

 前提として、法令に反することをするつもりはありませんので、同意を取得しているとい

う前提でございます。特にプライバシーポリシーの中で、先ほどプライバシーポリシーの中

で要点となるところをイラストつきで説明したと書かせていただきましたけれども、その

中でこの突合に関する内容を説明しております。ただ、LINEヤフーが直接取得したりであっ

たり、広告主側の同意などに基づき個人データを第三者提供を受けて取得する場合であっ

たり、個人関連情報を受領して個人データとして取り扱う場合の同意であったり、委託を受

けたデータの突合に関する同意であったり、法的には様々な整理をされるところではござ

いますので、プライバシーポリシーの中でどういった同意なのかというのは詳細に書かせ

ていただいております。 

 質問の２つ目につきましては、三浦から御説明させていただきます。 

【三浦氏】  呂構成員がおっしゃいましたとおり、基本的に取得する情報の経路が変わっ

ておりまして、データの内容や利用範囲といったところにつきましては既存と大きく変わ

らないということについては、御認識のとおりかと理解しております。仮にサードパーティ

ークッキーと今回新しく実施されますConversion API等との、プライバシー保護の観点で

質的な差があるのかといったところで言いますと、サードパーティークッキーの場合は当

社がタグを通じて直接取得する形となり、そうすると、外部送信規律によって一定の情報開

示がタグを設置する事業者側に求められているところではございます。けれども、

Conversion APIの場合はサーバー・トゥ・サーバーで当社側にデータが送られてくるという

ことになりまして、提供元のほうで個人情報であれば必要な第三者提供の同意を取得する

といった形で、より直接的にユーザーに対して同意を取るという対応が法令上求められて

いくといった点については、よりユーザーがデータの流れについて理解した形でデータが

渡っていく仕組みにはなると評価できると、個人的には考えているというところでござい

ます。 

 こちらの代替手段につきましては、事業継続の観点、プライバシー保護の観点、両立して

よりよいものになっていくよう、新しい技術の開発も含めて検討が必要な領域だとは考え

ております。 

【呂構成員】  ありがとうございます。私が２つ目の質問、整理し切れていなかった感も

あったんですけれども、上手く酌み取っていただいてありがとうございました。ターゲティ

ングなど、何を広告に用いるのかということによって、コンバージョン率などが変わり、会



 -20- 

社からすれば如実にビジネスに影響が出る点だと思いますので、バランスを取りながら苦

心されていると思いますが、引き続きお取組いただけたらと思いました。ありがとうござい

ます。 

【山本主査】  ありがとうございます。 

 まず一通り、御質問、御意見をいただいたのではないかと思います。私からは、皆様、具

体的な御質問をしていただいたんですけれども、抽象的な御質問をさせていただきます。ユ

ーザーにとっての分かりやすさや理解度が重要であるとのご指摘は今回の御議論でも出て

きたと思うんですけれども、ユーザーにとって本当に分かりやすくしていくということを

法令で求められる以上にやっていくことへのインセンティブを、どのように設定できるか

ということが重要だと思うんですね。 

 結局、データを取ったほうが今のデータ社会においてはいろいろなことができるし、ビジ

ネス的にも優位に立てる。そういった経済合理性の観点からすると、企業は逆のことをする

ということになりますので、法令が求める以上に何かやっていくということについては、非

常に強いジレンマ状況に陥ってしまうのではないかとも考えられるわけです。今日御説明

いただいたところで非常に先端的な取組をされていてすばらしいと思ったんですけれども、

そういったようなことにさらに取り組まれる、あるいはほかの企業も同様に取り組んでい

くためにどうすればいいのか、インセンティブをどういうふうにつくっていけばいいのか。

これはSPSIの存在意義にかかってくるところだと思いますけれども、何か御意見があれば

ぜひ伺いたいと思いました。いかがでしょうか。 

【海賀氏】  ありがとうございます。いろいろ意見があるところだと思いますので、私の

後に緒方、三浦からも何かあれば追加いただけたらと思うんですけれども、おっしゃる通り、

特に広告に関しては先鋭になってくるところではあるかと思います。法令が求める以上に

分かりやすくするインセンティブというところに関しましては、我々の場合は非常にたく

さんのユーザーに使っていただいているサービスですので、それがユーザーに受け入れら

れず、追求されたときに悪いことが発覚してしまうということが非常に大きなレピュテー

ションリスクとなってしまいます。特に最近はSNSなどで炎上しやすいということもござい

ますので、そういったことがないように普段から分かりやすく、透明性高くユーザーに伝え

ていくというようなインセンティブは見いだせるのかと思います。 

 複雑なデータ利用の仕組みに関してはユーザーに理解してもらえないし、少し言っただ

けだと不安になるから言わないほうがいいみたいなことを考えるよりも、事業者が透明性
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高くやったほうがやりやすくなるというような環境ができていくといいと個人的には思っ

ております。LINEサービス側から、三浦さん、緒方さんからも何かございますか。 

【三浦氏】  なかなかこれは難しい論点だと私も日々感じているところでございまして、

私もプライバシー部門の人間ということで、どちらかというとプライバシーの重要性を社

内の関係者に対して説明をして、理解を得ていくということに努めてきているところでご

ざいます。インセンティブについてどのように設けていくのかといったことについては、海

賀も申し上げておりましたとおり、法令を守ることとは別にユーザーにとってそれが受け

入れられるか、気持ち悪いと感じられないかというのはまた別の次元の検討要素として存

在しているものかと思っています。例えば新しいサービスがリリースされたタイミングに

各社のSNSでどういったユーザーの反響があるのかといったところについては、プライバシ

ー部門としてもしっかり中身を見つつ、それを事業部門にもお伝えすることもあります。ユ

ーザーがどう考えているかといったところについては、サービスとしては非常に重要な視

点になりますので、ユーザーの生の声を取り入れながらしっかりとサービスに反映させて

いくという取組が必要だと考えているところです。 

 最終的に同じような内容の、提供される価値も同じようなサービスがあったとして、プラ

イバシー保護の部分に差があったら、プライバシーがより保護されるサービスが選ばれる

といったことは自然と生まれてくると思いますので、そこは積極的に取組を進めるととも

に、必要な広報も含めて発信をしていくことで、一緒に取り組む仲間を増やしていきつつ、

それがある意味スタンダードとして受け入れられていくような社会をつくっていくという

ことは、しっかり取り組んでいくべき領域だとは個人的には考えております。 

【山本主査】  大変、誠実にお答えいただいて、本当にありがとうございました。デジタ

ルポジティブアクションという官民連携でリテラシーの向上をやっていこうという会合が

ありますけれども、そういう中で先端的な取組をされている企業様ですとか、サービスその

ものをしっかり御紹介して、アワードのようなものをお出ししてしっかり表彰していくと

いうようなことも考えたりもしております。先端的な取組をされている企業をしっかりエ

ンカレッジしていくような取組も必要だと思いました。また、ユーザーとの接点をどういう

ふうにつくっていくのか、今日いろいろとやり取り、いろいろなところで接点もあるとお聞

きしましたけれども、こういった接点を積極的につくっていく必要がある。きっちりコミュ

ニケーションをとれている企業についてもしっかり褒める、という言い方はあれですけれ

ども、しっかりそこをハイライトして社会に広く知ってもらうということも重要だと思い
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ました。コメントですけれども以上です。ありがとうございました。 

 それでは、時間が余っておりますので、全体を通じて御質問、御意見、さらにあればと思

いますが、既に太田さんからお手が挙がっているかと思いますので、太田さん、よろしくお

願いいたします。 

【太田構成員】  ありがとうございます。DataSignの太田です。追加で質問をさせてくだ

さい。先ほど呂先生からのコンバージョンAPIとかの質問への回答の中で、公告主側で同意

を取得するというふうにおっしゃられていたと思うんですけれども、これは御社の整理と

してコンバージョンAPIを利用するときに電話番号とかメールアドレスをLINEヤフーに送

信する場合は、広告主側で同意を取得する必要があるということで間違いないでしょうか。

これは、LINEオーディエンスマッチも同様の考え方でしょうかというのが１つ目の質問で

す。 

 もう一つ質問があって、もう一つ記載されているアドバンストマッチング、これはサーバ

ー間で送信するのではなくてLINEのタグに電話番号とかメールアドレスをそのまま記載し

て送信する方式だと思うんですけれども、こちらはLINEヤフーによる直接取得という整理

なのかそうではないのかを知りたいと思いました。以上です。 

【山本主査】  お願いいたします。 

【海賀氏】  そうしましたら、LINEサービス関連で三浦さん、可能でしょうか。 

【三浦氏】  御質問ありがとうございます。いただいた質問につきまして、提供元である

事業者様のほうで提供する情報が個人データなのか個人関連情報なのかに応じて、法的に

同意取得の要否が変わってくると考えておりまして、提供元で個人データに該当するとい

うことでしたら、提供元側で個人データの提供に伴う同意を取得していただくという整理

になると考えております。逆に個人関連情報ということになりますと、当社側のプライバシ

ーポリシーにおいて、個人関連情報の取得に関しても個人データとして取得する部分につ

いての同意を取るという形で、提供される情報の性質に応じて整理が変わってくるという

形になると考えております。想定されている御質問内容に沿った回答になっておりますで

しょうか。 

【太田構成員】  ありがとうございます。要は、個人データがAPI経由で、サーバー間に

しろアドバンストマッチでタグから取得するにせよ個人データ、例えばコンバージョンAPI

とかはもうコンバージョンのAPIなので多分個人データになると思うんですよね。広告主側

にとってみれば個人データになると思うので、それはタグに付与する形でもAPIで送信する
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形でも第三者提供として整理されていて、広告主側で同意を取得する必要があるというふ

うに理解したんですけれども。 

【三浦氏】  御説明ありがとうございます。各機能における法的整理については、念のた

めに社内でも詳細の部分を確認した上で、正しく回答できればと思っております。 

【太田構成員】  ありがとうございます。もう一個、質問したくて、今、同意を取得する、

広告主側で同意を取得するという話で、これは質問票にも似たようなことを書いたんです

けれども、広告主側で同意をちゃんと取得しているのかという確認はされているんでしょ

うか。 

【三浦氏】  LINE広告に関してということで、私からお答えさせていただくのでよろしい

ですか。 

【山本主査】  三浦さん、お願いします。 

【三浦氏】  太田構成員におっしゃっていただきました、提供元の事業者側で必要な同意

がとれていることを確認できているかといったところにつきましては、LINE広告の部分に

おきましては積極的に監査等の取組ができているといったような状況ではございません。

その部分については利用規約で必要な同意を取得することを求めるといったことですとか、

必要な同意を取得するに当たってどのような内容をユーザーに御説明するのが適切かとい

ったことにつきまして、提供元の事業者様から問合せいただいた際には、こういった形で御

説明をお願いしたいと、適切な対応を行っていただくようにガイドするといったことを行

っているというのが現状でございます。 

【太田構成員】  分かりました。ありがとうございます。 

【山本主査】  ありがとうございます。 

 それでは、ほかの構成員の方、いかがでしょうか。よろしいですか。 

 それでは、今日、いろいろいただいた御質問、この場でお答えが難しいというものについ

ては社内で御確認をしてまた御回答いただくということでしたので、お手数をおかけしま

すけれども、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、これ以上コメント、御質問がないようでしたら無理に長く続けてもということ

もありますので、この辺りで意見交換を終了させていただこうと思いますが、よろしいでし

ょうか。 

 ありがとうございます。それでは、本日、海賀さん、三浦さん、本当に今日、お忙しい中、

どうもありがとうございました。 
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【海賀氏】  ありがとうございました。 

【山本主査】  それでは、事務局から連絡事項をお願いいたします。 

【小玉利用環境課課長補佐】  事務局でございます。次回会合ですけれども、９月29日、

15時からを予定しております。本日の議事録につきましては事務局で作成の上、皆様に御確

認いただいた後、公表することを予定しております。以上でございます。 

【山本主査】  ありがとうございます。それでは、少し早いですけれども以上で、利用者

情報に関するワーキンググループ第31回会合を終了させていただきます。本日もありがと

うございました。 

 

 


